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快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
　
　
　

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

切
れ
目
な
い
子
育
て
支
援
と
し
て
、

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を

18
歳
到
達
年
度
末
ま
で
拡
充
す
る
た

め
、
早
期
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
聴
覚
障
が
い
の
早

期
発
見
と
早
期
療
育
に
つ
な
げ
る
た

め
、
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。さ
ら
に
、保

護
者
の
子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支

援
す
る
た
め
、
民
間
に
よ
る
放
課
後

児
童
会
開
設
に
対
す
る
整
備
費
用
を

助
成
し
、
子
ど
も
た
ち
の
新
た
な
居

場
所
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
教

育
で
は
、
英
語
村
構
想
事
業
と
し
て
、

引
き
続
き
幼
児
期
か
ら
継
続
的
に
英

語
に
触
れ
る
様
々
な
機
会
を
提
供
し
、

子
ど
も
た
ち
の
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
向
上
を
促
進
し

ま
す
。
加
え
て
、
南
花
台
施
設
一
体

型
小
中
一
貫
教
育
推
進
校
や
、
小
学

校
と
公
民
館
の
複
合
化
に
向
け
た
整

備
に
着
手
す
る
ほ
か
、
中
学
校
全
員

給
食
の
実
施
に
向
け
、
給
食
セ
ン
タ

ー
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

健
康
で
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
と
し
て
、
南
花
台
地
区
を
モ
デ
ル

と
し
て
実
施
し
て
き
た
ス
マ
ー
ト
エ

イ
ジ
ン
グ
事
業
を
、
市
域
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
へ
と
発
展
さ
せ
ま
す
。

南
花
台
地
区
で
は
、
自
動
運
転
技
術

も
活
用
し
た
移
動
支
援
、
Ｕ
Ｒ
団
地

集
約
跡
地
を
活
用
し
た
（
仮
称
）
南

花
台
中
央
公
園
の
整
備
や
女
子
サ

ッ
カ
ー
チ
ー
ム
と
の
連
携
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

市
域
全
体
で
は
、
生
体
認
証
や
遠

隔
診
療
の
実
証
事
業
を
進
め
る
ほ

か
、
本
市
の
魅
力
を
最
大
限
に
活

か
し
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
誇
れ

る
ま
ち
、
市
外
の
方
が
訪
れ
た
く

な
る
ま
ち
・
暮
ら
し
た
く
な
る
ま

ち
の
イ
メ
ー
ジ
定
着
に
向
け
て
、取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

次
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
、

ひ
き
こ
も
り
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

な
ど
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
課
題

を
包
括
的
に
受
け
止
め
、
適
切
に

支
援
し
て
い
く
た
め
の
体
制
強
化

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
福
祉
の

担
い
手
で
あ
る
民
生
委
員
に
つ
い
て

協
力
員
を
設
置
し
、
負
担
軽
減
と
新

た
な
人
材
の
育
成
に
繋
げ
ま
す
。

環
境
に
か
か
る
取
り
組
み
で
は
、２

０
５
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を

達
成
す
る
た
め
、
新
た
に
民
間
事
業

者
・
個
人
向
け
の
補
助
事
業
を
展
開

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

お
よ
び
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削

減
に
よ
り
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
の
安
全
を
守
る
地
域
づ
く
り

と
し
て
、
近
年
の
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
な
ど
を
踏
ま

え
、
想
定
し
得
る
最
大
規
模
の
降
雨

に
対
応
し
た
浸
水
想
定
区
域
を
災
害

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
反
映
し
ま
す
。ま

た
、
避
難
情
報
の
発
令
区
分
の
変
更

や
過
去
の
災
害
時
の
教
訓
も
踏
ま
え

た
対
応
策
を
広
く
周
知
し
、
日
ご
ろ

か
ら
の
備
え
や
災
害
時
の
課
題
解
消

を
図
り
ま
す
。

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

人
の
流
れ
を
生
む
観
光
・
産
業
振

興
と
し
て
、
３
つ
の
日
本
遺
産
「
中

世
に
出
逢
え
る
ま
ち
」「
女
性
と
と
も

に
今
に
息
づ
く
女
人
高
野
」「
葛
城
修

験
」、
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
「
寺

ケ
池
・
寺
ケ
池
水
路
」、
つ
な
ぐ
棚
田
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遺
産
「
惣そ

代し
ろ

の
棚
田
」
な
ど
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
観
光
客
誘
致

を
促
進
し
ま
す
。

産
業
振
興
で
は
、
市
内
事
業
者
の

事
業
拡
大
や
市
外
事
業
者
の
転
入
促

進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
産
業
用
地
確

保
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
内
事
業
者
が
工
場
見
学
な
ど

に
よ
り
仕
事
の
現
場
を
公
開
す
る
オ

ー
プ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
を
実
施
し
、
広

く
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

次
に
、
拠
点
の
活
性
化
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
充
実
と
し
て
、
交
通
の
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
堺
方
面
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
や
大
阪
南

部
高
速
道
路
の
事
業
化
に
引
き
続
き

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
加
え
て
、

小
山
田
西
地
区
お
よ
び
高
向
・
上
原

地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に
関
し

て
、
本
市
の
将
来
像
を
見
据
え
な
が

ら
土
地
利
用
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
河
内
長
野
駅
周
辺
の
中
心
市
街

地
活
性
化
に
つ
い
て
、
地
域
の
意
向

も
確
認
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
市
民
の
利
便
性
向
上
や

行
政
事
務
の
効
率
化
に
向
け
て
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化

令和５年度予算

特集1

対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～
午後５時30分、祝休日・年末年始を除く）▶環境への配
慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。

新型コロナウイルス感染症の感染状況により催しなど
が中止・延期となる場合がありますので、最新情報は
問い合わせ先にご確認ください▷参加の際は感染予防
対策の徹底をお願いします。

くろまろ塾認定
講座マーク▶

や
窓
口
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
行
か

な
い
、
書
か
な
い
、
待
た
な
い
の

「
３
な
い
市
役
所
」を
進
め
る
ほ
か
、

自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
・
共
通
化
や
先
端
技
術
を
活
用

し
、
業
務
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
・
利
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

農
業
分
野
で
は
、
農
地
所
有
者

の
農
地
利
用
意
向
を
集
約
し
た
地

図
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し

て
広
く
公
開
す
る
こ
と
で
、
貸
付

希
望
農
地
を
可
視
化
し
、
農
地
の

担
い
手
確
保
に
繋
げ
ま
す
。

令
和
５
年
度
も
、
業
務
効
率
化

や
新
た
な
財
源
確
保
に
努
め
な
が

ら
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
豊
富
な
自
然

や
歴
史
文
化
遺
産
は
も
ち
ろ
ん
、

犯
罪
発
生
率
の
低
さ
や
地
盤
の
強

さ
な
ど
を
誇
る
安
全
・
安
心
な
ま

ち
で
あ
る
こ
と
、
教
育
・
子
育
て

環
境
が
充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

本
市
が
持
つ
多
く
の
魅
力
を
最
大

限
に
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

施政方針骨子 島田智明スマートシティ
実現に向けて

スマートガバメント スマートツーリズム スマートライフ

３月議会初日の３月１日、島田市長は
令和５年度の施政方針を述べました。

NEW



　　　 効率的な行政サービスプロジェクト　

　　　　人の流れを生む観光・産業振興プロジェクト　

　　　　　市民の安全を守る地域づくりプロジェクト

　　　　　切れ目のない子育て支援プロジェクト

　　　　　健康で暮らしやすい地域づくりプロジェクト

  　　　　拠点の活性化とネットワークの充実プロジェクト　　　
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ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

スマートライフ、スマートツーリズム、スマートガバメントの３つを柱に魅力あるまちづくりを推進します。
問政策企画課

令和5年度主要施策

中心市街地活性化の促進　600万円
河内長野駅周辺地区まちづくり方針の具体化を目的と
して、地域の合意形成や機運醸成、地域の意向把握を
行い、河内長野駅周辺地区において実現可能な事業の
検討を行います。

かんがい排水施設維持管理支援事業
190万6千円
水防ため池および農業用水路への水位センサーの設置などに
より、農業用施設の適正な維持管理や地域農業の振興、地域
防災機能の強化を図ります。また、世界かんがい施設遺産に
登録された寺ケ池・寺ケ池水路などの PRを行います。

高向・上原地区地域活性化の促進　1280万円
高向・上原地区における組合施行の土地区画整理事業
に対し、雇用創出や交流人口増加などの地域活性化を
目的として、市道交差点の拡幅整備など必要な支援を
行います。

災害ハザードマップ作成・配布 791万6千円
想定し得る最大規模の降雨に対応した浸水想定区域を反映し、また、
避難情報発令区分の変更などの情報も掲載した災害ハザードマップを
作成し、全世帯に配布することで、防災意識の普及・啓発を図ります。

小山田西地区地域活性化の促進　1億1950万円
堺アクセス（堺 IC等堺市臨海部へのネットワーク）の実現お
よび産業用地の創出を目的として、組合施行による土地区画
整理事業の事業化支援を行います。また、新設道路にかかる
調査・設計を行います。

日本遺産のまち推進事業　737万円
日本遺産に認定されたストーリーを活用した観光振興を図る
ため、「河内長野市日本遺産推進協議会」および「女人高野日
本遺産協議会」が実施する事業を補助し、日本遺産のまちと
しての認知度拡大に向けた PRなどを実施します。

浸水対策事業　1400万円
災害に対する防災力の強化を図るため、浸
水が確認されている原町地区の水路を増
補し、浸水被害軽減対策を行います。

民生委員協議会補助事業　
185万4千円
地域福祉活動の主たる担い手である民
生委員の資質向上や活動活性化のため、
民生委員児童委員協議会に対し支援を
行います。また、新たに民生委員協力
員制度を導入し、体制強化を図ります。

点字触知図付音声案内看板
設置事業
258万5千円
すべての人が安全かつスムーズに移動
できるよう、三日市町駅付近に点字お
よび音声による案内看板を設置します。

地域共生社会の実現に向けた
包括的支援体制構築事業
4749万6千円
従来分野ごとの制度に基づき行われていた相談
支援や地域づくりに、分野や地域をつなぐ仕組
みを導入し地域生活課題の解決に資する支援が
包括的に提供される体制づくりを進めます。

高齢者、自治会等スマホ講座事業
260万円
老人クラブや自治会などを対象に、地
域でスマホ講座を開催する際の講師派
遣を行うなど、デジタルデバイスを活
用した地域活動の活性化やつながりづ
くりを推進します。

河内長野市スマートエイジング・シティ魅力向上事業
9億9986万8千円
南花台スマートエイジング・シティ団地再生モデル事業を市域
全体に拡大します。南花台地区では自動運転による移動支援、
（仮称）南花台中央公園の整備やサッカーチームと連携したま
ちづくりを進めるほか、本市資源を最大限に活かし市の魅力を
高めます。

小学校と公民館との複合化の推進
433万7千円
施設の老朽化や時代の変化、学校の小
規模化に対応するため、小学校と公民
館の複合化に向けて、整備にかかる設
計や測量を実施します。

地球温暖化対策の推進
6965万円
公共施設への再エネ導入、個人・民間向けの補助事業
を展開し、地域脱炭素の取り組みを拡充します。また、
地球温暖化防止に向けて「賢い選択」をしていこうと
いう「C

ク ー ル

OOL C
チ ョ イ ス

HOICE」の普及啓発をより効率的・効
果的に行います。

国・府・市指定文化財の保存の推進　
1051万3千円
本市の主要な観光資源・教育資源でもある指定文化財
の修理に対して補助を行い、貴重な文化財の後世への
保存・活用を図ります。

産業活力向上事業　996万円
市内事業者を支援するため、各種施策の情報発信の強化や
オープンカンパニーの実施、BCP作成の支援などを行います。
また、事業者の魅力発信と人材採用を支援するため、掲載
企業を増やすなど企業紹介ガイドブックの充実を図ります。

産業振興推進事業　
2680万円
市内事業者の事業拡大や市
外事業者の転入促進につな
げるため、産業用地の確保に
向けた取り組みを進めます。

新生児聴覚検査
223万2千円
聴覚障がいを早期に発見し、早期療
養につなげるため、新生児が受検す
る聴覚検査の費用を助成します。

子ども家庭総合支援拠点事業　2379万1千円
子どもとその家庭および妊産婦などに対し、切れ目な
く継続的に必要な支援を行います。また、ヤングケア
ラーを早期に発見し、適切な支援につなげるため、関
係機関の連携を推進し、支援体制の強化を図ります。

放課後児童会運営事業 600万円
民間による放課後児童会開設や夏季休業期間中の預かり事業
に対して助成し、子どもたちの新たな居場所づくりに取り組
みます。

施設一体型小中一貫教育推進校整備事業
9億9690万4千円
学校の小規模化から生じる様々な課題への対応策とし
て、施設一体型小中一貫教育推進校の整備を進めます。

学校給食施設整備事業　
1972万3千円
共働き世帯の増加にともなう負担軽減、センターの老朽化へ
の対応、食育の推進などのため、中学校全員給食にも対応し
た新給食センターの整備に向けた取り組みを進めます。

子ども医療費助成事業　
576万3千円
子育て世帯の経済的負担を軽減するた
め、助成対象年齢の18歳到達年度末ま
での引き上げに向けて、準備を進めます。

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ

農地利用の目標地図作成事業　180万3千円
地域内外から農地の受け手を幅広く確保しながら、農地
の集積化・集約化を進めるため策定を進めている「地域
計画」の基礎資料とするため、地域が目指すべき農地利
用の将来像を明確化した目標地図（素案）を作成します。

S M A R T  TOURIS M

S M A R T  TOURIS M

SMA R T  L I F E

SMA R T  L I F E

SMA R T  L I F E

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶
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ス
マ
ー
ト

ガ
バ
メ
ン
ト
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●市民１人（１世帯）あたりの一般会計予算●市民１人あたりの予算の使用用途

歳出
（目的別）

民生費（45.2％）
176億4,753万7千円
            

教育費（10.3％）
40億3,166万4千円

総務費（13.8％）　
54億99万円

公債費（7.7％）
29億9,279万7千円

衛生費（8.6％）
33億4,929万5千円

土木費（7.3％）
28億3,610万7千円

消防費（4.3％）
16億6,681万1千円

その他（1.7％）　
7億2,334万1千円

農林業費（1.1％）　
4億1,345万8千円

会計名 令和5年度予算額（千円） 前年度からの増減額（千円） 増減率（％）
一 般 会 計 39,062,000 1,987,000 5.4
特 別 会 計 27,655,757 ▲ 229,163 ▲ 0.8
国民健康保険事業勘定 12,770,813 ▲ 652,630 ▲ 4.9
土 地 取 得 118,339 ▲ 334 ▲ 0.3
部 落有財産 11 0 0.0
介 護 保 険 12,147,121 208,201 1.7
後期高齢者医療 2,619,473 215,600 9.0

公営企業会計 9,769,432 382,966 4.1
水 道 事 業 4,122,694 705,548 20.6
下 水道事業 5,646,738 ▲ 322,582 ▲ 5.4
合計 76,487,189 2,140,803 2.9

年度末市債残高の推移
令和 3年度決算額 548億 9,900 万円
令和 4年度見込額 530億 5,200 万円
令和 5年度見込額 516億 6,500 万円

民生費 高齢者、児童の福祉のために 175,600 円

総務費 情報化や自治の推進のために 53,800 円

教育費 学校や公民館、図書館などに 40,100 円

衛生費 ごみの処理や病気の予防のために 33,300 円

公債費 借金の返済のために 29,800 円

土木費 道路や河川、公園の整備のために 28,200 円

消防費 消防活動や防災のために 16,600 円

その他 農林業費などに 11,300 円

市民１人あたりの予算 388,700 円

市民１人あたりの借金 272,700 円

市民１人あたりの貯金 133,600 円

１世帯あたりの予算 822,000 円

令和4年12月末現在の人口と世帯数
人口：100,484 人　世帯数：47,519 世帯

年度末基金残高の推移
令和 3年度決算額 147億 7,200 万円
令和 4年度見込額 161億 4,700 万円
令和 5年度見込額 161億 4,400 万円
※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

（性質別）（目的別）

●市債・基金残高 ●会計別予算

令和５年度

当初予算が決まりました

市税（30.3％）
118億2,036万2千円

寄附金(3.3％)
13億円

繰入金(2.1%)
8億3,526万2千円

その他(2.7％)
10億1,579万5千円

地方交付税
（18.3％）
71億5,700万円

国庫支出金（18.9％）
73億9,341万4千円

府支出金（8.5％）
33億1,390万5千円

その他（2.0％）
8億300万円

使用料及び手数料
(1.7％)
6億7,056万2千円

市債（6.3％）
24億4,670万円

歳入

自主財源
（40.1％）

依存財源
（59.9％）

地方消費税交付金（5.9％）
23億600万円

投資的経費
（9.6％）

維持補修費（0.4％）
1億6,782万2千円

貸付金（0.1％）5,369万5千円

普通建設事業費（9.6％）　
37億4,190万7千円

災害復旧事業費（0.0％）
1,200万円

物件費（14.0％）
54億5,136万5千円

補助費等（8.9％）
34億7,051万1千円

繰出金（13.2％）
51億5,504万8千円

人件費（15.3％）
59億8,634万9千円

扶助費（27.2％）
106億415万1千円

公債費（7.7％）
29億9,278万7千円

予備費（0.1%）5,000万円
積立金（3.5％）
13億7,636万5千円

その他経費
（40.2％）

義務的経費
（50.2％）

歳出
（性質別）

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。
※予算の詳細は、情報コーナー (市役所1階)や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

令
和
５
年
度
は
、一
般
会
計
と
特
別
会

計
、
公
営
企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
２
・
９
％
の
増
加
、

一
般
会
計
の
み
で
は
５
・
４
％
の
増
加
と

な
り
ま
し
た
。
歳
入
面
で
は
、
前
年
度

と
比
べ
国
庫
支
出
金
の
増
加
を
見
込
む

一
方
で
、地
方
財
政
収
支
の
不
足
額
を
補

て
ん
す
る
た
め
、
各
地
方
公
共
団
体
が

特
例
と
し
て
発
行
す
る
臨
時
財
政
対
策

債
は
大
幅
な
減
少
と
な
り
ま
し
た
。一
方
、

歳
出
面
で
は
、南
花
台
施
設
一
体
型
小
中

一
貫
教
育
推
進
校
整
備
事
業
や
河
内
長

野
市
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
・
シ
テ
ィ
魅

力
向
上
事
業
に
か
か
る
経
費
に
よ
り
、増

加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
行

う
た
め
、「
現
場
視
点
」
に
よ
る
事
業
の

見
直
し
と
、「
全
庁
視
点
」
に
よ
る
横
断

的
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
を
進
め
な
が

ら
、
十
分
に
議
論
を
重
ね
、「
収
支
均
衡

の
予
算
編
成
」を
行
い
ま
し
た
。
人
口
減

少
や
高
齢
化
の
進
展
が
見
込
ま
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰

の
影
響
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
な
ど
、

本
市
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
厳
し
い

状
況
で
す
。
引
き
続
き
、
更
な
る
業
務
の

効
率
化
を
は
じ
め
と
し
た
行
財
政
改
革

を
進
め
る
こ
と
で
、
資
源
を
活
か
し
て
工

夫
を
重
ね
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る

ま
ち
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
向

け
、
着
実
に
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

問
財
政
課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

●一般会計とその他の会計　一般会計とは、市
の予算の中心となる会計で、行政運営のための基
本的な経費が含まれます。一方、その他の会計は、
特定の事業の歳入歳出を一般会計と区別して処
理するための会計で、特別会計や公営企業会計
があります。
●市債　建設事業などの資金として、国や銀行
から借り入れるもの。また、地方交付税の減収に
よる財源不足を補うためなどにも発行されます。
●基金　特定の目的のために財産を維持したり、
資金を積み立てたりするために設けるものです。
●地方交付税　全国の市町村が同じ水準の行政
を進められるよう、財政運営の均衡をとるために
国から交付されるお金です。
●国庫（府）支出金　国や府が、市などに対して
支出する使途を特定したお金で、補助金や交付
金などがあります。
●繰入金と繰出金　一般会計、特別会計、基金
の間で相互に支出される経費で、他の会計からそ
の会計に資金が移される場合が「繰入」、他の会
計に資金を移す場合を「繰出」といいます。

財政用語の解説

一 般 会 計 　 390 億6,200万円
特 別 会 計 276億5,575万 7千円
公営企業会計　 97億6,943 万2千円

総額 764億8,718万9千円

    歳出
総額390億6,200万円

一般会計

令和５年度予算特集1

    歳入
総額390億6,200万円

一般会計
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機会1

機会2機会3

ママのあんしん相談day
体重測定のほか保健師・助産師・心理相談員・管理栄養
士・歯科衛生士へ気軽に相談できます。毎月第２金曜
日の午前９時～午後４時に保健センターで。

◀保健センターの専門職スタッフ

笑顔で子育てしたいと思っていても、育児には休みもなく不安や疲れ
などから辛くなる時があるものです。そんな妊婦さんや子育て家庭を応援
するため、妊娠中から保健師や助産師と気軽に話をする機会を新たに設
けました。すべての子育て家庭を孤立させない仕組みで不安や悩みをや
わらげしっかり支えます。
⹂อ݈ηϯλʔʢὸ������1ʣ

出産・育児の不安を解消
話して笑顔になろう!

　ゆめっくには子育ての相談
に月１くらいで来ています。体
重の増えが悪かったので、ミ
ルクの飲みのことや母乳のこ
とを相談しに来ています。少
しずつ飲んでくれるようにな
り、体重も増えてきたので少
し安心しています。子育て中
はなかなか話し相手がいない
ので、気晴らしができてうれしいです。初めての出
産をされる方は特に不安に感じるところがたくさん
あると思うので、相談に来てはいかがでしょうか。

　上の子たちは体も強く元気に
育ってくれていますが、この子
は体も弱くミルクもすぐ吐くし、
と3人目ですが改めて子育てっ
て大変だなと感じています。そ
んな中でもほかのママや赤ちゃ
んとふれあうと、私は友だちが
できたり悩みを相談したり、子
どもは他の子に刺激されてハイ
ハイするきっかけになったりと、とても助かっていま
す。気になってることを保健師さんに相談もできます
し、子育て以外のことも気軽に話せるので楽しいです。

４人目の子どもですが
話を聞いてもらうだけで気晴らしになります
寺西さんと4か月の男の子

ゆめっくやあいっくの交流会に来ると
友だちもできて、子どもも刺激をもらえます
酒井さんと１歳の男の子

安
心
し
て

子
育
て
で
き
る
ま
ち
へ

厚
生
労
働
省
が
2
月
28
日
に
公

表
し
た
２
０
２
２
年
の
人
口
動
態
統

計（
速
報
）に
よ
る
と
、
国
内
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
の
数
は
、
統
計
の
あ

る
１
８
９
９
年
以
降
、
初
め
て
80
万

人
を
割
り
込
む
こ
と
が
確
実
に
な
り
、

出
生
数
は
7
年
連
続
で
過
去
最
少

を
更
新
し
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
と
し
て
全
国
で

様
々
な
施
策
が
実
施
さ
れ
、
２
月

か
ら
始
ま
っ
た
出
産
・
子
育
て
応

援
事
業
（
出
産
応
援
給
付
金
５
万

円
、
子
育
て
応
援
給
付
金
５
万
円
）

も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。

市
で
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
と
、
そ
の
家
族
が
笑
顔
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
、
妊
娠
期
か
ら
出

産
・
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
、

独
自
の
子
育
て
支
援
制
度
を
実
施

し
ま
す
。「
こ
こ
で
子
育
て
し
て
よ
か

っ
た
」「
河
内
長
野
だ
か
ら
２
人
目
、

３
人
目
を
考
え
ら
れ
る
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

も
っ
と
気
軽
に
話
し

相
談
す
る
機
会
を

相
談
窓
口
に
電
話
す
る
ほ
ど
深

刻
で
な
く
て
も
、
子
育
て
す
る
保

護
者
な
ら
誰
し
も
不
安
や
迷
い
は

あ
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
妊
娠

か
ら
出
産
後
ま
で
継
続
し
て
経
験

豊
富
な
専
門
家
と
気
軽
に
話
し
、

相
談
す
る
機
会
を
す
べ
て
の
人
に

設
け
ま
し
た
。
身
体
の
こ
と
や
気

に
な
る
こ
と
、
赤
ち
ゃ
ん
の
様
子

な
ど
何
で
も
話
し
て
い
た
だ
き
、必

要
な
情
報
提
供
や
、
使
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

妊
娠
が
分
か
っ
た
ら

保
健
師
や
助
産
師
と
出
産
に
向

け
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で

の
過
ご
し
方
や
家
族
の
協
力
体
制

の
確
認
な
ど
、
産
後
の
生
活
を
イ

メ
ー
ジ
し
な
が
ら
赤
ち
ゃ
ん
と
の

生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
産
前
に
整
え
て

お
く
べ
き
準
備
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

妊
娠
７
〜
８
か
月
ご
ろ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
自
宅
に
送
付
し
、

そ
の
回
答
を
も
と
に
ご
希
望
の
人

に
妊
娠
８
か
月
ご
ろ
自
宅
に
伺
い

ま
す
（
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
の
来
所

も
可
）。出
産
準
備
物
の
確
認
や
産

後
の
こ
と
を
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
後

出
産
後
電
話
で
連
絡
の
う
え
、

ご
自
宅
へ
保
健
師
と
助
産
師
が
訪

問
し
ま
す
。
マ
マ
の
体
調
や
赤
ち

ゃ
ん
の
様
子
に
つ
い
て
お
話
し
ま

し
ょ
う
。

※
こ
れ
ら
の
機
会
以
外
に
も
妊
娠

中
、
出
産
後
は
随
時
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
ほ
か
に
も

新
た
な
支
援
が
続
々
と

●
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成

聴
力
の
異
常
を
早
く
発
見
し
、
必

要
な
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
新

生
児
期
に
行
わ
れ
る
聴
力
検
査
の
費

用
助
成
が
始
ま
り
ま
す
。
４
月
か
ら

は
、
妊
娠
届
出
時
に
検
査
受
診
票
を

渡
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
ま
で

に
妊
娠
の
届
出
を
し
た
人
に
は
郵
送

し
て
い
ま
す
。

●
産
後
ケ
ア
が
使
い
や
す
く

産
後
マ
マ
の
休
息
や
、
母
乳
や
沐も

く

浴よ
く

を
行
う
産
後
ケ
ア
の
利
用
料
金
が

安
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
ブ
ル
ー
や
産
後
マ
マ
の
気
持
ち

を
ケ
ア
す
る
、
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア

が
始
ま
り
ま
し
た
。

●
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成

が
拡
大

４
月
か
ら
、
分
娩
に
と
も
な
う
入

退
院
時
の
移
動
に
利
用
し
た
タ
ク
シ

ー
利
用
料
金
だ
け
で
な
く
、
産
後
１

か
月
ま
で
に
受
診
さ
れ
る
乳
児
健
診
、

産
婦
健
診
の
通
院
時
に
利
用
し
た
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
も
行
い
ま

す
（
一
乗
車
３
０
０
０
円
ま
で
）。

スマイル子育て特集 2

スマイル子育て特集 2

ゆめっくの
ママのあんしん
相談dayに参加

ゆめっくでの
ヨチヨチタイムに

参加
先輩ママにインタビュー 先輩ママにインタビュー

　育児は楽しいこと、うれし
いこともたくさんありますが、
悩むこともしばしば…時には
ママ・パパも泣きたくなるこ
ともあるでしょう。悩みや不
安を誰にも打ち明けられずに、
困っていませんか。『ちょっと
したことだけど、誰に聞いたら
いいのかな？』『母乳で育てた
いけど、赤ちゃんが嫌がって
飲んでくれない』『体重が増え
ているか心配』『産後にこんな
ことでいっぱい悩む私はおか
しいのかな…』など。
　コロナ禍以降、外出する機会

が減り、インターネットの情報
を頼りに育児している人が増
えているように感じます。育児
に正解はありません。みんなで
悩みを打ち明けて、私だけが悩
んでいるのではないと分かると
安心できるものです。悩んでい
ることがあれば、気軽に保健セ
ンターに来てください。保健セ
ンターには助産師・心理相談
員・保健師などの専門職がいま
す。ママ・パパが笑顔で子育て
できるように、一緒に考えさせ
てください。たくさん話したら
悩みも軽くなりますよ！

すべての保護者へメッセージ

その育児の悩み
共有させてください HELLO BABY!

妊娠・出産・育児に役立つ情報をまとめた冊子。マ
マだけでなくパパや家族に役立つ情報がいっぱい。

保健センター
（ゆめっく）で



1011 広報かわちながの 2023年（令和５年）５月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶

新型コロナウイルス関連情報

新型コロナウイルス外来受診・療養の流れ（　　　　）令和５年５月８日
からの移行期間

新型コロナワクチン接種について

新型コロナワクチンコールセンター ड෇͸ฏ೔ޕલ9࣌ʙ࣌�ޙޕ��෼
ʢϫΫνϯʹؔ͢Δ໰͍߹Θͤɺ઀छ݊ɾ઀छূ໌ॻͷൃߦͳͲʣ
☎0721‐26‐8135　℻0721- 56 -5160 ※おかけ間違いのないようご注意ください

　「令和5年春開始接種（5月8日～8
月末）」の接種券送付については、右表
のとおりです。接種を希望する人は、
接種券同封資料を確認の上、予約をお
願いします。
　接種券の発行申請が必要となる人
で、接種を希望する場合は、市ホーム
ページまたはコールセンターでお手続
きください。
※接種券送付スケジュールの詳細は、
市ホームページまたはコールセンター
でご確認ください▷初回接種（１・２
回目）接種を終了した５歳以上のすべ
ての人を対象とした「令和５年秋開始
接種（９月以降）」の接種券送付は、ス
ケジュールが決まり次第ホームページ
などでお知らせします。

日常生活の中で起こる様々な問題に、弁護士や税理士など専門
の相談員が相談に応じます。内容は左表のとおりです。
とき　５月16日㈫午後１時～４時（受付は正午～午後３時）
ところ　三日市市民ホール（フォレスト三日市内）
定員　法律相談＝12人、その他＝各6人（先着順▷1人30分）
※当日直接会場へ。
問自治協働課

※市コールセンターで行っていた接種予約受付は５月７日接種分で終了します。５月８日以降の
予約は、各医療機関へ直接お問い合わせください。

令和5年春
開始接種対象者 接種券の送付

65歳以上

オミクロン株対応ワクチン等
を3～5回目に接種した人 順次送付

上記以外の人
接種券の送付は行い
ません。お手元の接種
券をご使用ください。

５～64歳の基礎
疾患を有する人、
その他重症化リ
スクが高いと医
師が認める人

５回目にオミクロン株対応ワ
クチン等を接種した人 順次送付

上記以外の人 接種券の発行申請
が必要です（※）

医療機関、高齢
者・障がい者施
設等の従事者

５回目にオミクロン株対応ワ
クチン等を接種した人 順次送付

上記以外の人 接種券の発行申請
が必要です（※）

※未使用の接種券を持っている場合は発行申請不要です。

発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
り

受
診
を
希
望
す
る
場
合

検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る

自
己
検
査

感染拡大時に
は、外来のひっ
迫回避のため、
重症化リスクの
低い人は自己
検査を推奨

問保健センター（☎55-0301）

５月８日以降に新窓口を設置
予定。府や市のホームページ
などでご確認ください。

相談窓口など

自己にて購入（体外診断用医薬
品または、第1類医薬品と表示の
あるもの）
※検査キット配布センターでの配布は終了。

検査キットの調達方法

自
主
的
療
養

陽
性

入
院
不
要

要
入
院

令
和
５
年
４
月
発
行
の
納
付

書
か
ら
、
市
府
民
税
（
普
通
徴

収
）、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
納
付
方
法
が
拡
大
し
ま
し
た
。

●
納
付
可
能
な
金
融
機
関
が

増
え
ま
し
た

本
市
の
指
定
金
融
機
関
以
外

の
金
融
機
関
で
も
納
付
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は

下
記
Ｑ
Ｒ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
利
用
可
能
チ

ャ
ネ
ル
欄
に
「
窓
口（
Ｑ
Ｒ
）」

マ
ー
ク
が
あ
れ
ば
納
付
可
能
で

す
。

●
納
付
可
能
な
決
済
ア
プ
リ

が
増
え
ま
し
た

決
済
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ
で
納

付
書
オ
モ
テ
面
の
「eL-Q

R

」

と
書
か
れ
た
Ｑ
Ｒ
を
ス
キ
ャ
ン

し
て
く
だ
さ
い
。
利
用
可
能
な
ア

プ
リ
は
下
記
Ｑ
Ｒ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
一
部
ア
プ
リ
で
決

済
手
数
料
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
操
作
方
法
の
詳
細
や
決
済

手
数
料
の
有
無
な
ど
は
各
ア
プ
リ

事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た

令
和
５
年
度
か
ら
、
全
自
治
体

共
通
の「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」

が
開
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付（
税

額
の
他
に
シ
ス
テ
ム
利
用
手
数
料

が
か
か
り
ま
す
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
な
ど
で
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
詳
細
は

下
記
Ｑ
Ｒ
か
ら
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

市税の納付方法が拡大

くらしの総合相談

●入院の公費支援は終了
（ただし高額療養費制度によ
る軽減あり）
●新型コロナ治療薬の費用
は、公費支援を一定期間継続
●検査やその他の外来医療
費の公費支援は終了

●外来や往診などを希望する
場合は５月８日以降に新設
される窓口へ

医療費の
自己負担軽減

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離
婚、相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者金融 多重・多額債務者の返済方法など

登記 土地・家屋などの不動産の登
記全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入
などにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配ごと 日常生活の様々な心配ごとや
悩みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策な
どの警察業務全般

民事調停
土地建物・借入債務・交通事故
などの「民事上のもめごと」に
ついて調停で解決する手続き

ൃ೤

か
か
り
つ
け
医
な
ど

医
療
機
関
を
受
診

（　　　　　）外来対応医療
機関を公表

※宿泊療養施設
での療養は終了。

入
院
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人

権

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

憲
法
に
は
「
国
民
主
権
」「
基
本

的
人
権
の
尊
重
」「
平
和
主
義
」
の

３
つ
の
原
則
が
明
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、
今
一
度
人
権

尊
重
の
大
切
さ
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

●
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
会

と
き

５
月
９
日
㈫
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

と
こ
ろ

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
人
権
推
進
課

市
民
の
人
権
を
守
る

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
日
を
記
念
し
て
、
毎
年
６
月
１

日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
て
、
市
民
の
人
権
を
守
る
た

め
の
様
々
な
活
動
や
人
権
に
関
す

る
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
10

人
で
す
（
在
任
期
間
順
）。

◎
山や

ま

口ぐ
ち

親ち
か

房ふ
さ

さ
ん
（
西
片
添
町
）

◎
安あ

達だ
ち

英ひ
で

行ゆ
き

さ
ん
（
美
加
の
台
）

◎
櫻さ

く
ら

井い

義よ
し

則の
り

さ
ん（
大
矢
船
中
町
）

◎
西に

し

端ば
た

惠け
い

子こ

さ
ん
（
原
町
）

◎
上う

え

野の

恭や
す

彦ひ
こ

さ
ん（
小
山
田
町
）　　

◎
黒く

ろ

田だ

良よ
し

子こ

さ
ん
（
美
加
の
台
）

◎
安や

す

竹た
け

ま
き
さ
ん（
北
青
葉
台
）　　

◎
谷た

に

川が
わ

多た

惠え

子こ

さ
ん
（
大
師
町
）

◎
太ふ

と

尾お

淳じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん（
千
代
田
台
町
）

◎
垣か

き

内う
ち

孝た
か

重し
げ

さ
ん
（
高
向
）

●
人
権
擁
護
委
員
の
日
特
設
相
談

日と
き

６
月
1
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
１
時

と
こ
ろ

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
人
権
推
進
課

暮
ら
し

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

ご
み
収
集
・
し
尿
く
み
取
り

期
間
４
月
29
日
㈷
〜
５
月
５
日
㈷

●
ご
み
収
集
（
家
庭
・
事
業
所
）・

ふ
れ
あ
い
収
集

祝
日
で
あ
っ
て
も
通
常
ど
お
り

の
曜
日
で
収
集
し
ま
す
。

●
し
尿
く
み
取
り

定
期
収
集
は
通
常
の
日
程
と
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
臨
時
の

く
み
取
り
に
つ
い
て
、
土
・
日
・

祝
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

問
環
境
衛
生
課

違
法
な
不
用
品
回
収
に
注
意

無
料
で
不
用
品
を
回
収
す
る
な

ど
過
度
に
宣
伝
し
て
い
る
業
者
の

多
く
は
、
違
法
業
者
の
可
能
性
が

あ
り
、
実
際
に
は
費
用
を
請
求
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、引

き
渡
し
た
不
用
品
が
不
法
投
棄
さ

れ
た
場
合
は
、
も
と
の
所
有
者
に

も
責
任
が
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
住
ま
な
く
な
っ
た
家
の
片
付
け

な
ど
を
業
者
に
依
頼
す
る
場
合
、

そ
の
業
者
が
ご
み
の
運
搬
も
請
け

負
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

問
環
境
衛
生
課

集
積
所
へ
の
ご
み
出
し
が

困
難
な
人
へ

●
ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

ご
み
出
し
が
困
難
な
場
合
は
、
玄

関
先
ま
で
直
接
ご
み
の
収
集
に
伺

い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要
介
護

２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

が
世
帯
に
い
る
な
ど
一
定
の
条
件

に
該
当
す
る
世
帯

※
詳
細
は
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
衛
生
課

飼
い
犬
・
猫
な
ど
が

亡
く
な
っ
た
時
は

犬
や
猫
な
ど
の
愛
が
ん
動
物
の

火
葬
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

手
数
料

①
市
営
斎
場
に
持
ち
込

ん
だ
場
合
＝
動
物
１
体
に
つ
き
３

０
０
０
円
、
②
自
宅
ま
で
の
引
き

取
り
を
依
頼
し
た
場
合
＝
同
４
５

０
０
円

※
①
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
▽
②

平
日
は
午
後
の
み
引
き
取
り
、
土

曜
日
・
祝
日
は
午
前
の
み
引
き
取

り
、
日
曜
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
次
の
点
に
ご
注
意
を

◎
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
る

◎
毛
布
な
ど
は
敷
か
な
い

◎
首
輪
な
ど
の
副
葬
品
は
入
れ
な
い

※
合
同
火
葬
の
た
め
収
骨
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
飼
い
主
の
な
い
犬
や
猫
な
ど
の

死
体
を
発
見
し
た
ら
環
境
衛
生
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
持
ち
込
み
に
つ
い
て
は
市
営
斎

場
（
☎
54
・
３
１
８
９
）、
引
き
取

り
に
つ
い
て
は
環
境
衛
生
課

モ
ッ
ク
ル
バ
ス
上
限
２
０
０
円

運
賃
な
ど
の
試
行
を
継
続

●
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

区
間
・
料
金

美
加
の
台
駅
前
〜

大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関
口
＝

上
限
２
０
０
円
運
賃
と
同
伴
者
割

引（
日
曜
日
限
定
で
利
用
者
１
人
に

つ
き
同
伴
者
１
人
の
運
賃
が
無
料
）

●
路
線
バ
ス
千
代
田
線

区
間
・
料
金

河
内
長
野
駅
前
〜

木
戸
東
町
＝
上
限
２
０
０
円
運
賃

問
都
市
計
画
課

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

●
市
民
窓
口
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
が
一
部
停
止

４
月
29
日
〜
５
月
７
日
、
シ
ス

テ
ム
更
改
作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

次
の
期
間
は
全
国
の
市
区
町
村
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
関
連
手
続

き
が
で
き
ま
せ
ん
。

停
止
期
間

５
月
１
日
㈪
〜
２
日

㈫※
後
日
も
う
一
度
手
続
き
が
必
要

と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
２
日
間
を
避
け
て
窓
口

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
下
記
Ｑ
Ｒ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
が
停

止
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住

民
票
な
ど
の
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交

付
サ
ー
ビ
ス
を
一
時
停
止
し
ま
す
。

と
き

５
月
31
日
㈬
午
後
６
時
〜

６
月
１
日
㈭
午
前
６
時
30
分

※
最
新
情
報
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

臨
時
窓
口
を
開
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
は
原
則
本
人
で
す
。
交
付
通

知
書
（
は
が
き
）
が
届
い
て
い
て
、

平
日
昼
間
の
受
け
取
り
が
難
し
い

人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
14
日
㈰
・
28
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
２
時

持
ち
物

交
付
通
知
書
（
は
が
き
）、

通
知
カ
ー
ド
、
住
基
カ
ー
ド
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）、
本
人
確
認
書

類
（
顔
写
真
付
き
の
書
類
▽
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
は
１

点
、
顔
写
真
無
し
の
書
類
▽
保
険

証
や
年
金
手
帳
な
ど
は
２
点
必
要
）

※
平
日
夜
間
交
付
も
実
施
し
て
い

ま
す
▽
日
程
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
（
時
間
指
定

の
予
約
制
）。

問
市
民
窓
口
課

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
込
は

お
早
め
に

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

◎
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

◎
カ
ー
ド
取
得
時
に
設
定
し
た
４

桁
の
暗
証
番
号

◎
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ

ス
の
カ
ー
ド
、
ア
プ
リ
な
ど

◎
通
帳
な
ど
、
口
座
情
報
が
分
か

る
も
の
（
公
金
受
取
口
座
の
登
録

を
す
る
場
合
）

※
申
込
の
支
援
を
市
役
所
で
実
施

し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課

˔଱਒ؔ࿈ิॿ੍౓
　地震への安全性を高めるため、住宅の１室
を耐震改修するシェルター設置工事補助など
の制度を設けています。ぜひご利用ください。
˕଱਒਍அิॿ
ର৅ॅ୐　昭和56年５月31日以前に建築さ
れた住宅などで、現に居住・使用されている
もの、またはこれから居住・使用するもの
ิॿ額　耐震診断費用の11分の10▷上限額
５万円 
※申請には一定の要件があります▷詳細は診
断実施前にお問い合わせください。 
˕଱਒ઃܭɾվमิॿ
ର৅ॅ୐　昭和56年５月31日以前に建築さ
れた木造住宅で、現に居住・使用されている
もの、またはこれから居住・使用するもので、
耐震診断の結果、「倒壊する可能性がある」ま
たは「倒壊する可能性が高い」と判定された
もの
ର৅ऀ　建築物の所有者の補助金交付申請時
の市民税課税総所得金額が507万円未満の人
ର৅ࣄ޻　上部構造評点を高める工事やシェ

ルター設置工事
ิॿ額　①設計に要する費用の10分の７▷上
限額10万円、②改修工事費・工事監理費の10
分の８▷世帯の月額所得に応じて上限60万円
もしくは40万円、③シェルター設置工事につ
いて工事費用の２分の１▷上限額20万円（設
計は対象外）
˔໦଄ॅ୐আ٫ิॿ੍౓
ର৅ॅ୐　昭和56年５月31日以前に建築さ
れた木造住宅で耐震性が不足し、１年以上居
住していない空き家
ର৅ऀ　建築物の所有者で、補助金交付申請
時の市民税課税総所得金額が507万円未満の
人
ิॿ額　除却工事に要する費用の２分の１▷
上限額20万円
⹂౎ܭࢢը՝

住宅を適正に管理しましょう

教
育

税
金

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

安
全
安
心

子
育
て

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

暮
ら
し

人
権

健
康

事
業
所

募
集

保
険・年
金

高
齢
者
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

●
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ

５
月
11
日
㈭
＝

向
野
第
１
公
園
・
26
日
㈮
＝
青
葉

台
公
園
▽
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

（
雨
天
中
止
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

双
子
や
三
つ
子
以
上
の
多
胎
児

を
育
児
中
の
人
や
妊
娠
中
の
人
が

集
ま
り
、
子
育
て
の
話
や
交
流
を

し
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
の
多
胎
児
を
妊

娠
中
や
育
児
中
の
就
学
前
の
親
子

▽
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可

と
き

５
月
15
日
㈪
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

親
世
代
と
同
居
中
で
、
マ
マ
友

だ
ち
が
欲
し
い
人
が
集
ま
っ
て
、子

ど
も
を
自
由
に
遊
ば
せ
な
が
ら
交

流
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象

市
内
在
住
で
現
在
、
２
世

帯
や
３
世
帯
で
同
居
中
（
同
敷
地

内
で
の
居
住
も
含
む
）
の
保
護
者

と
就
学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の

み
の
参
加
も
可
）

と
き

５
月
26
日
㈮
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

●
ひ
と
り
親
家
庭
の
交
流
会

ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中
の
保

護
者
が
集
ま
り
、
情
報
交
換
を
し

ま
し
ょ
う
。

対
象

ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
が

欲
し
い
保
護
者
と
小
学
６
年
生
以

下
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参

加
も
可
）

と
き

５
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

①
親
子
で
ホ
ッ
プ
！

親
子
で
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
遊
具

遊
び
を
通
し
て
「
楽
し
い
！
」「
お

も
し
ろ
い
！
」「
で
き
た
！
」
を
実

感
し
、「
も
っ
と
し
た
い
！
」
と
い

う
意
欲
を
育
ん
で
い
く
き
っ
か
け

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
１
歳
６
か
月

か
ら
お
お
む
ね
２
歳
の
未
就
園
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

いちご狩り
で山盛りの

いちごをた
ーくさん食

べました。

もっと大好
きになった

そうです！（
あかねのお

母さん）

いちご狩り
で山盛りの

いちごをた
ーくさん食

べました。

いちご狩り
で山盛りの

いちごをた
ーくさん食

べました。

いちご狩り
で山盛りの

いちごをた
ーくさん食

べました。

いちご狩り
で山盛りの

いちごをた
ーくさん食

べました。

もっと大好
きになった

そうです！（
あかねのお

母さん）

もっと大好
きになった

そうです！（
あかねのお

母さん）

市民が撮る身近なニュース写真

ຽࢢ
౤ߘ

市民のみなさんのちょっとしたニュースや、おうち
時間の過ごし方などをお気軽にご応募
ください。選考のうえ広報紙やホーム
ページ、市公式SNSなどに掲載します。
問広報広聴課

加賀田の山奥に咲いたセリ
バオウレンを撮影しました。
（街の環境衛生委員長）

加賀田の山奥に咲いたセリ加賀田の山奥に咲いたセリ

いつも変な
姿で寝てる

子 今日は

ラッコちゃ
ん？（コタ

）いつも変な
姿で寝てる

子 今日は

いつも変な
姿で寝てる

子 今日は

ラッコちゃ
ん？（コタ

）

と
き

５
月
23
日
㈫
、
６
月
６
日

㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
▽
２
回

シ
リ
ー
ズ

定
員

12
組
（
抽
選
）

②
親
子
で
あ
そ
ぼ

親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
令
和
４
年
４

月
２
日
〜
10
月
31
日
生
ま
れ
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

５
月
23
日
㈫
・
30
日
㈫
、

６
月
６
日
㈫
▽
い
ず
れ
も
午
前
10

時
15
分
〜
11
時
45
分
▽
３
回
シ
リ

ー
ズ

定
員

10
組
（
抽
選
）

③
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ
‼

就
園
前
に
お
友
だ
ち
と
一
緒
に

色
々
な
経
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
２
歳
以
上
の

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

５
月
18
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
45
分

定
員

15
組
（
抽
選
）

④
南
海
バ
ス
職
場
見
学

南
海
バ
ス
営
業
所
で
、
バ
ス
の

乗
降
体
験
や
洗
車
体
験
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

市
内
在
住
の
年
中
・
年
長

児
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き

５
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30

分
〜
正
午
▽
小
雨
決
行

と
こ
ろ

南
海
バ
ス
河
内
長
野
営

業
所
（
錦
町
）

定
員

10
組
（
抽
選
）

申
込

①
〜
④
は
５
月
９
日
ま
で

に
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

※
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、

性
別
、
第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番

号
、子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催

し
名
を
記
入
し
て
、
５
月
９
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０

０
１
５
本
町
24
の
1
）
も
可
。

問
あ
い
っ
く

（
☎
50・４
６
６
４
、℻
50・４
６
６
５
）

市民投稿「ちょっと見てみて！」より
応募者：みきてぃ

みんなでステップ！！の様子

1歳になったばかりの息子がファーストカット

をしました。終始リラックスモードでウトウ

トしていました。（すむまま)

1歳になったばかりの息子がファーストカット

をしました。終始リラックスモードでウトウ

トしていました。（すむまま)

寺ケ池公園のミモザが今年も満開でし

た！笑顔も満開！（あかすけ）

お花見をしていると、「みて～！さくら頭に
のった？」と聞く娘。桜の髪かざりをつけ
たかったそうで、満面の笑みでハイポーズ！
（おおとりつばめ）

教
育

税
金

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

安
全
安
心

子
育
て

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

暮
ら
し

人
権

健
康

事
業
所

募
集

保
険・年
金

高
齢
者
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プ
レ
マ
マ
あ
ん
し
ん
サ
ロ
ン

呼
吸
に
よ
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方

法
や
緊
張
を
ゆ
る
め
る
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
を
通
し
て
、
お
腹
の
赤
ち

ゃ
ん
に
ゆ
っ
た
り
話
し
か
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象

妊
娠
中
の
市
民

と
き

５
月
19
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

マ
マ
と
パ
パ
の
た
め
の

歯
み
が
き
教
室

対
象
就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

６
月
６
日
㈫
午
前
10
時
15

分
〜
11
時
45
分

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

定
員

５
人
（
先
着
順
）

申
込

５
月
８
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

す
く
す
く
歯
科
相
談

歯
科
衛
生
士
に
よ
る
乳
幼
児
期

の
個
別
歯
科
相
談
で
す
。

対
象

市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
保

護
者

と
き
・
と
こ
ろ
５
月
23
日
㈫
、６

月
９
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

＝
ゆ
め
っ
く
、
７
月
４
日
㈫
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
＝
あ
い
っ
く

持
ち
物

使
用
中
の
子
ど
も
用
歯

ブ
ラ
シ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
の
健
康
教
室
・
相
談

●
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象

市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

５
月
24
日
㈬
、
６
月
28
日

㈬
午
後
１
時
15
分
〜
２
時
15
分

内
容

離
乳
食
（
生
後
５
〜
８
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員

８
人
（
先
着
順
）

●
か
み
か
み
教
室

対
象

市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

５
月
26
日
㈮
午
後
１
時
15

分
〜
２
時
15
分

内
容

離
乳
食
（
生
後
９
〜
18
か

月
ご
ろ
）
の
進
め
方
な
ど

定
員

８
人
（
先
着
順
）

●
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象

市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き

６
月
２
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

内
容

管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
個
別
相
談

定
員

６
人
（
先
着
順
）

申
込

い
ず
れ
も
電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
自
由
に
手
に
取
っ

て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き

５
月
５
日
を
除
く
毎
週
金

曜
日
▽
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

図
書
館

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

図
書
館
の
お
は
な
し
会

●
２
〜
３
歳
児
と
そ
の
保
護
者

と
き

５
月
13
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
、
20
日
㈯
午
後
２
時
〜
（
15

分
程
度
）

定
員

５
組
（
先
着
順
）

●
４
歳
〜
就
学
前
児
童
向
け

と
き

５
月
13
日
㈯
午
前
11
時
〜
、

20
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜
（
30
分

程
度
）

定
員

12
人
（
先
着
順
）

●
小
学
生
向
け

と
き

５
月
６
日
㈯
・
27
日
㈯
午

前
11
時
〜
（
30
分
程
度
）

定
員

各
12
人
（
先
着
順
）
▽
27

日
は
保
護
者
も
入
場
可

※
当
日
直
接
会
場
へ
。　
　
　
　
　

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

対
象

①
市
内
在
住
の
2
歳
5
か

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

②
市
内
在
住
の
2
歳
6
か
月
〜
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者

と
き

５
月
10
日
・
24
日
、
６
月

７
日
・
21
日
、
７
月
５
日
・
19
日

の
水
曜
日
▽
時
間
は
①
午
前
10
時

〜
10
時
30
分
、
②
午
前
10
時
45
分

〜
11
時
15
分

と
こ
ろ

千
代
田
公
民
館

定
員

各
８
組
（
先
着
順
）

申
込

５
月
３
日
か
ら
電
話
で
千

代
田
公
民
館
へ（
☎
55
・
１
１
２
５
）

問
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川
さ

ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

え
い
ご
お
た
の
し
み
会

み
ん
な
で
楽
し
くD
ance! 

Sing! 

英
語
の
リ
ズ
ム
や
音
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き

５
月
21
日
㈰
、
６
月
18
日

㈰
、
７
月
９
日
㈰
午
後
２
時
５
分

〜
２
時
25
分

と
こ
ろ

あ
い
っ
く

定
員

各
20
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
教
育
総
務
課

こ
ど
も
え
い
ご
村

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先
生
と
英
語
で

ダ
ン
ス
・
文
字
あ
そ
び
・
絵
本
・

季
節
の
行
事
な
ど
楽
し
く
活
動
し

ま
し
ょ
う
。

●
４
・
５
歳
児
ク
ラ
ス

と
き

５
月
21
日
㈰
、
６
月
18
日

㈰
、
７
月
９
日
㈰
▽
時
間
は
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
、
午
後
２
時
30

分
〜
３
時

●
小
学
１
・
２
年
生
ク
ラ
ス

と
き

５
月
21
日
㈰
、
６
月
18
日

㈰
、
７
月
９
日
㈰
▽
時
間
は
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
10
分
、
午
前
11

時
20
分
〜
正
午

と
こ
ろ

あ
い
っ
く

定
員

各
15
人
（
抽
選
）

申
込

開
催
日
の
10
日
前
ま
で
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

問
教
育
総
務
課

病
児
保
育
・

病
後
児
保
育
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
護
者
の
勤
務
、
傷
病
や
事
故
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
病
気
治
療
中
ま

た
は
回
復
期
の
子
ど
も
を
一
時
的

に
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
病
児
保
育

対
象

病
気
治
療
中
ま
た
は
回
復

期
の
小
学
６
年
生
ま
で
の
市
民

と
き

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
▽
日
・
祝
休
日
、
年
末
年

始
を
除
く

と
こ
ろ

高
向
こ
ど
も
園

利
用
料

１
人
２
５
０
０
円
（
給

食
・
お
や
つ
は
別
途
４
０
０
円
）

※
利
用
に
は
同
園
（
☎
52
・
５
７
５

３
）
へ
の
事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。

●
病
後
児
保
育

対
象

病
気
回
復
期
の
小
学
６
年

生
ま
で
の
市
民

と
き

午
前
８
時
〜
午
後
６
時
▽

土
・
日
・
祝
休
日
と
年
末
年
始
を

除
く

と
こ
ろ

あ
ゆ
み
保
育
所
（
大
阪

南
医
療
セ
ン
タ
ー
内
）

利
用
料

１
人
２
５
０
０
円
（
昼

食
・
お
や
つ
は
持
参
）

※
利
用
に
は
同
所
（
☎
26
・
７
０
２

５
）
へ
の
事
前
連
絡
が
必
要
で
す
。

※
い
ず
れ
も
看
護
師
・
保
育
士
が

預
か
り
ま
す
▽
事
前
登
録
が
必
要

で
す
▽
生
活
保
護
世
帯
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
利
用
料
は
無
料

で
す
。

問
子
ど
も
子
育
て
課

※このほかにも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催してい
ます。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へお問い合わせください。

★地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流できる場所で
す。会場や時間、内容など詳しくはお問い合わせください。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
三日市
☎63-7242
※当日直接会場へ

毎週火・木・金曜日と５月１日㈪・８日㈪・15日㈪
午前10時～午後３時30分▷午前・午後の２部制で
各３組まで（先着順）▷11日㈭＝「ゆうみ先生と音
楽を楽しもう！」（午前11時30分～）、19日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前11時～）

②ほのぼのルーム
大矢船
☎62-3501
※検温のうえ要予約

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時▷午後の部と祝日の
み就園児童の利用可▷午前・午後の２部制で各４組まで（先着順）
▷10日㈬＝「あかちゃん優先タイム」（午後）、15日㈪～18日㈭
＝「おはなし手遊びわくわくしよう！」▷開催日は毎回マグネッ
トシアター、手遊びなども▷詳細はブログ・インスタグラムで

◉子育てわいわいルーム（事前予約が必要）
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ５月 10日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ５月 19日㈮ ☎ 55-1125

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

　子育てがつらい。子どもに暴言、暴力、無
視を繰り返してしまう。体罰以外のしつけと方
法がわからない。自分を変えて、安心な家庭
を作りたい。そんなあなたを大切にするプログ
ラムです。参加者の秘密は厳守します。
とき　６月６日～９月19日と12月12日の火
曜日▷いずれも午前10時～正午▷全16回シ
リーズ
定員　10人（先着順）▷保育あり（要予約）
※参加者は面接により決定します。
ところ 富田林市立人権文化センター
申込　５月８日から電話で下記へ▷ファクス、
メール（wakaichi@luck.ocn.ne.jp）でも申込可
問（一社）富田林市人権協議会

（☎24-3700、℻ 25-5952）

MY TREE 
ペアレンツ・プログラム

市民投稿「ちょっと見てみて！」より  応募者：お散歩大好き君

教
育

税
金

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

安
全
安
心

子
育
て

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

暮
ら
し

人
権

健
康

事
業
所

募
集

保
険・年
金

高
齢
者
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教

育

高
校
・
高
専
学
校
の
学
生
に

奨
学
金
を
支
給

対
象

経
済
的
理
由
の
た
め
高

校
・
高
等
専
門
学
校
へ
の
就
学
に

影
響
の
あ
る
市
内
在
住
者
（
住
民

税
非
課
税
世
帯
・
り
災
・
保
護
者

死
亡
な
ど
の
特
別
事
情
の
あ
る
世

帯
▽
生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

給
付
額

年
額
３
万
６
０
０
０
円

申
込

教
育
指
導
課
に
あ
る
申
込

用
紙
で
６
月
１
日
〜
30
日
に
左
記

へ
（
学
校
長
の
証
明
が
必
要
▽
選

考
あ
り
）

※
申
込
用
紙
は
５
月
８
日
か
ら
配

布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
▽
申
し
込
み
は
１

年
ご
と
に
必
要
で
す
。

問
教
育
指
導
課

読
書
ノ
ー
ト
で
読
書
量
ア
ッ
プ

子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

読
書
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、市

が
独
自
に
作
成
し
た
ノ
ー
ト
で
す
。

●
昨
年
度
に
読
書
ノ
ー
ト
を
た
く

さ
ん
終
了
し
た
児
童
の
み
な
さ
ん

19
冊=

松ま
つ

原ば
ら

結ゆ

那な

さ
ん
（
三
日
市

小
2
年
）、18
冊=

小こ

島じ
ま

彩い
ろ

羽は

さ
ん

（
三
日
市
小
4
年
）、
16
冊=

木き

本も
と

真ま

菜な

夏か

さ
ん
（
高
向
小
5
年
）、
15

冊=

井い

戸ど

絢あ
や

音ね

さ
ん
（
小
山
田
小

6
年
）、15
冊=

木き

本も
と

真ま

理り

子こ

さ
ん

（
高
向
小
2
年
）、
15
冊=

田た

中な
か

志し

穂ほ

さ
ん
（
三
日
市
小
2
年
）、
14
冊

=
東あ

ず
ま

侑ゆ
う

璃り

さ
ん（
小
山
田
小
6
年
）、

13
冊=
東ひ

が
し

垂た
る

水み
ず

遊ゆ
う

さ
ん
（
小
山
田

小
6
年
）、
13
冊=

東ひ
が
し

愛あ
い

星ら

さ
ん

（
三
日
市
小
2
年
）、
12
冊=

江え

頭が
し
ら

和な
ぎ

紗さ

さ
ん
（
長
野
小
3
年
）、
12
冊

=

園そ
の

田だ

優ゆ
う

音と

さ
ん（
石
仏
小
1
年
）、

11
冊=

岡お
か

本も
と

結ゆ

月づ
き

さ
ん
（
長
野
小

3
年
）、
11
冊=

川か
わ

合い

心こ
こ

美み

さ
ん

（
三
日
市
小
2
年
）、
10
冊=
小お

山さ

内な
い

智あ
き

翔と

さ
ん
（
長
野
小
2
年
）、
10

冊=

岸き
し

本も
と

彩せ

杏な

さ
ん
（
長
野
小
2

年
）、
10
冊=

藤ふ
じ

根ね

愛あ
い

加か

さ
ん
（
長

野
小
2
年
）、10
冊=

河か
わ

野の

空そ
ら

翔と

さ

ん（
三
日
市
小
1
年
）、
10
冊=

谷た
に

隆り
ゅ
う

貴き

さ
ん（
三
日
市
小
2
年
）、10

冊=

見み

上か
み

日ひ

菜な

子こ

さ
ん
（
三
日
市

小
4
年
）、10
冊=

上う
え

田だ

彩あ

結ゆ

さ
ん

（
楠
小
2
年
）、
10
冊=

小お

野の

仁じ
ん

太た

さ
ん（
石
仏
小
1
年
）、
10
冊=

門か
ど

阪さ
か

泉せ
ん

顯あ
き

さ
ん（
美
加
の
台
小
3
年
）

※
学
年
は
い
ず
れ
も
令
和
４
年
度
。

問
教
育
指
導
課

固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
を
発
送

令
和
５
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
令
和
５
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

納
期
限

第
１
期
＝
５
月
31
日
㈬
、

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈪
、
第
３
期

＝
10
月
２
日
㈪
、
第
４
期
＝
令
和

６
年
１
月
４
日
㈭

●
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ

令
和
元
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き

た
納
税
通
知
書
の
税
額
が
、
急
に

高
く
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

Ａ

新
築
住
宅
は
、
新
た
に
課
税

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら

３
年
度
分
に
限
り
、
税
額
が
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
（
要
件
あ

り
）。
こ
の
場
合
は
、
令
和
２
〜
４

年
度
分
に
つ
い
て
こ
の
減
額
措
置

が
適
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
お
、

３
階
建
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅

な
ど
は
、
同
様
の
措
置
が
５
年
度

分
あ
り
ま
す（
一
定
の
要
件
あ
り
）。

た
だ
し
、
都
市
計
画
税
は
減
額
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

問
税
務
課

所
得
（
課
税
）
証
明
書
の
発
行
は

６
月
１
日
か
ら
開
始

令
和
５
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
１
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子

証
明
書
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
発
行
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
収
入
が
な
く
市
・
府
民

税
未
申
告
の
場
合
な
ど
発
行
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課

健

康

糖
尿
病
予
防
相
談

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
、
糖

尿
病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象

血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
А

１
ｃ
値
が
高
め
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

А
１
ｃ
：
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６
・
９
％

未
満
）
で
糖
尿
病
の
治
療
を
受
け

て
い
な
い
市
民

と
き

５
月
16
日
㈫
、
６
月
20
日

㈫
午
後
１
時
10
分
〜
４
時
15
分

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

お
口
の
健
康
教
室

対
象

20
歳
以
上
の
市
民

と
き
６
月
１
日
㈭
・
15
日
㈭
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
▽
２
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

歯
科
医
師
の
話
・
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク・

歯
み
が
き
実
習
な
ど

※
６
月
１
日
は
希
望
者
を
対
象
に

歯
科
検
診
を
実
施
。

定
員

10
人
（
先
着
順
）

申
込

５
月
８
日
か
ら
電
話
で
左

記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

５
月
31
日
は
禁
煙
デ
ー

喫
煙
は
喫
煙
者
本
人
に
と
ど
ま

ら
ず
、
周
囲
の
人
へ
も
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
自
分
と
周
り
の
人
の

健
康
を
守
る
た
め
、
禁
煙
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
保
健
セ

ン
タ
ー
で
は
無
料
の
禁
煙
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き

５
月
31
日
㈬
、
７
月
24
日

㈪
午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と
こ
ろ

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

禁
煙
に
向
け
て
の
相
談

申
込

電
話
で
左
記
へ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

税

金

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期

限
は
５
月
31
日
で
す
。
納
税
通
知

書
に
記
載
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア
プ
リ
な
ど
で

納
期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

問
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
・
１
５
６
）

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

令
和
５
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
は
、
４
月
１
日
現
在
、
本

市
で
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人
に

課
税
さ
れ
ま
す
。
５
月
上
旬
に
納

税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、納

期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
は
大

切
に軽

自
動
車
税（
種
別
割
）の
納
税

通
知
書
は
、
右
端
部
分
が
軽
自
動

車
税
（
種
別
割
）
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
車
検
を

受
け
た
後
、車
検
証
の
返
付
を
受
け

る
際
に
必
要
に
な
る
の
で
、車
検
証

と
と
も
に
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ

て
い
る
場
合
、車
検
対
象
車
種
で
過

　市内で「キタバ薬局」や「やすらぎの村」を運営
する株式会社せいきと、キタバ錦渓苑、キタバあや
たホールに続き、新たに障がい者福祉センターあか
みねのネーミングライツ（施設命名権）契約を締結
したことを記念し、セレモニーを開催しました。契約
期間はいずれも今年４月から３年間で、同社の塚本隆
文社長は「障がい者の方々も地域の一員としていき
いきと活躍できるよう応援したい」と話していました。

年
度
を
含
め
未
納
の
な
い
車
両
の

み
、
振
替
（
納
付
）
確
認
後
、
６
月

中
旬
に
は
が
き
で
送
付
予
定
で
す
。

※
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
は
、
車

検
を
受
け
る
軽
自
動
車
検
査
協
会

に
て
電
子
的
に
納
付
確
認
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
令
和
６

年
度
か
ら
は
二
輪
バ
イ
ク
の
み
上

記
は
が
き
を
送
付
し
ま
す
。

●
減
免
申
請
は
５
月
31
日
ま
で
に

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
期
限
は
５
月
31
日
で
す
。

対
象
と
な
る
車
両
は
、
身
体
ま
た

は
精
神
に
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
が

所
有
・
運
転
し
て
い
る
車
両
な
ど

で
す
。
手
続
き
方
法
な
ど
詳
細
は

左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
車
両
の
乗
り
換
え
が
あ
っ
た
場

合
も
新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

問
税
務
課

５
月
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症

問
題
啓
発
月
間

ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
は
、多
重

債
務
や
貧
困
、
虐
待
な
ど
重
大
な

社
会
問
題
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。本
人
や
家
族
だ
け
で
抱
え

込
ま
ず
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
府
こ
こ
ろ
の
健
康
総
合
セ
ン
タ

ー
（
☎
06
・
６
６
９
１
・
２
８
１

８
）
▽
平
日
は
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
45
分
、
第
２
・
第
４
土
曜
日

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分

◎
大
阪
府
依
存
症
ほ
っ
と
ラ
イ
ン

▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

友
だ
ち
登
録
し
相
談

を
実
施
▽
水
・
土
・
日

曜
日
の
午
後
５
時
30
分
〜
10
時

問
府
地
域
保
健
課

（
☎
06
・
６
９
４
４
・
７
５
２
４
）

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・
救
済

中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
左

記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
大
阪
労
働
局

（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６
５
０
７
）

「ワークワクワク河内長野」
参加事業者を募集

　工場見学などにより仕事の現場を公開するオープンカ
ンパニー事業「ワークワクワク河内長野」を実施します。
　今後のスケジュールなど詳細は５月17日㈬
に開催する説明会や、ワークワクワク河内長野
ホームページでご確認ください。
問事業者支援窓口（☎ 53-6075）

事業所

株式会社せいきとネーミングライツ契約
～愛称はキタバあかみね～

教
育

税
金

相
談

催
し・講
座

ス
ポ
ー
ツ

障
が
い
者

安
全
安
心

子
育
て

就
労

そ
の
他

お
知
ら
せ

暮
ら
し

人
権

健
康

事
業
所

募
集

保
険・年
金

高
齢
者




